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学校経営ビジョン

「勤勉」「礼節」「鍛錬」をキーワードとし、児童生徒一人一人の学力の向上、心の教育の充実、基本

的生活習慣の育成と体力の向上に努める。

評価 評 価 指 標 学校の自己評価結果 自己 外部 外部評価コメント

項目 ○成果 ●課題 ◎方策 評価 評価

１ 主体的・対話的で深い ○ 校内研究で全教員が２ ３ ３ ○ 年に２回の研究

学 学びを意識した授業改革 回の研究授業を実施し、 授業がすばらしい。

力 の推進と実践 授業改革を進め、児童生 ○ 読解力に課題が

の 徒の学力向上に努めてき あるようだが、家

向 た。 庭での学習の取組

上 ２ 保護者との連携による ○ 総合的な学習の時間を についても指導し

家庭学習の習慣化と見届 中心として、自他、将来、 ていけるとよい。【

けの徹底 地域について考える学習 ○ 算数では、学年

勤 を展開できた。 が上がるごとに内

勉 ○ 「講師派遣事業」「ふる 容がむずかしくな】

３ 主体的な進路選択を目 さと教育推進事業」を通 り、答えを出すこ

指したキャリア教育の推 して、夢や将来について とよりも答えを出

進 語ることができる児童生 すまでの過程が重

徒が増えてきた。 要である。

○ 竹馬大会などの

● 児童や保護者はさらに 伝統的な行事やグ

わかりやすい授業を求め ラウンドゴルフ大

ており、家庭と連携した 会などの地域と連

取組が必要である。 携した行事をこれ

（Ａ児童－ 2,4,7） からも大切にして

（Ｃ－ 2,3,4,6,7） ほしい。

● キャリア教育の充実の ○ 家庭と連携して、

ために、地域の方々の体 字を丁寧に書く習

験や講話を取り入れ、職 慣を身に付けさせ

業や進路について意識を てほしい。

高めていく必要がある。

◎ 授業改善に継続的に取

り組むとともに、コミュ

ニティスクール構築のた

め、児童生徒、保護者、

地域の思いを把握し、家

庭・地域と連携した取組

を進めていきたい。

心 １ 道徳教育を基幹とした ○ 道徳教育の研修と実践 ３ ３ ○ 毎月のいじめア

の 思いやりや感謝の心の醸 （小学部）、全教員による ンケート、毎週の

教 成 道徳授業実践（中学部） 生徒指導推進委員

育 を軸としながら、児童生 会、毎月のいじめ

の 徒の豊かな心をはぐくん ・不登校対策委員

充 ２ 学校いじめ防止基本方 できた。 会の取組は今後も

実 針に基づいた指導の徹底 ○ 毎月、いじめに関する 続けてほしい。【

アンケートを実施し、早 ○ いじめの認知件

礼 期発見、早期対応に取り 数が上がっている

節 組むことができた。 ということは、そ】

れだけ児童生徒と



先生の信頼関係が

心 ３ 集団行動や礼法指導の ● 礼儀や規範意識の個人 深いということな

の 推進 差が大きく、個別の支援 ので、小さなこと

教 や家庭との連携が必要で でもしっかりと対

育 ある。（Ａ生徒－１１） 応してほしい。

の ● 職員による指導だけで ○ 指導には厳しさ

充 なく、生徒会、児童会を が必要である。児

実 中心とした自主的な取組 童生徒に対しては、

がさらに必要である。 さらに厳しさをも【

（Ａ－ 14） って指導に当たっ

礼 てほしい。

節 ◎ 現在の取組を継続して ○ 生徒会など、児】

いくとともに、生徒指導 童生徒主体の取組

体制の強化、保護者との を今後も支援して

連携、地域団体、外部講 いってほしい。

師の活用等の含め、コミ ○ 必要に応じて、

ュニティスクール構築に スクールカウンセ

向けて準備を進めていき ラーの一層の活用

たい。 を図ってほしい。

１ 全教育活動を通した ○ 日々の指導に加え、集 ３ ３ ○ ふれあいウォー

育基 「あいさつ」「時間」「無 会等や各指導週間、各種 キングの地域クイ

成本 言」「三点固定」などの たより等を通して、児童 ズなど、地域を知

と的 徹底 生徒の意識を高めること ろうとする取組を

体生 ができてきた。 今後も続けていっ

力活 ２ 体力向上プランに基づ ○ 青少協や地区社協との てほしい。地域と

の習 いた授業実践と部活動等 連携を図った活動を通し しても協力してい

向慣 と連携した指導の充実 て、地域について考える きたい。

上の 機会をつくることができ ○ 地域の民話等を

た。 伝承できる人が少【

３ 地域に自信と誇りを持 なくなってきてい

鍛 ち、地域貢献への気概を ● 生活習慣の改善が必要 る。学校でも情報

錬 育てる地域教育の推進 な児童生徒がおり、メデ 提供を呼びかけて】

ィアとのつきあい方も含 ほしい。

めて指導が必要である。 ○ ゲームやスマホ

（Ａ－ 17） などのメディアと

● 地域に貢献したいとい のつきあい方につ

う気持ちが高まってきた いては、今後重要

が、地域のよさについて だと考えられるの

ふれることのできる機会 で、引き続き指導

をさらに増やしていく必 をお願いしたい。

要がある。（Ａ－ 19）

◎ 総合的な学習の時間の

内容を見直し、ふるさと

上南方を知り、郷土愛を

はぐくむことができるよ

うに、地域や教育委員会

等との連携を充実させて

いきたい。

段階評価 ４ 期待以上 ３ ほぼ期待どおり ２ やや期待を下回る １ 改善を要する


